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中 期 経 営 計 画 に 関 す る お 知 ら せ 
 
当社は、このたび平成２２年度（平成２２年１１月期）から平成２４年度（平成２４年１１月期）

までの３ヶ年中期経営計画を策定いたしました。その概要は以下の通りであります。 
 
Ⅰ．基本方針 
今後３カ年においては、少子高齢化による国内市場の低迷、異業種からの参入等による競合関係

の激化、地域間経済環境格差の拡大といった厳しい外部環境が予想され、当社グループでは、グ

ループの構造改革を行う３年間と位置付けております。テーマは、(1)物流品質の向上、(2)収益体
質の改善、(3)成長分野へのシフトとしており、３年後には、食品物流企業として、「明るく働き
がいのある職場」、「得意先にパートナーとして選ばれる」「社会に最も貢献している」「将来に挑

戦権を有している」状態になっていることを目指します。結果として、競争力を高め長期的成長

が図られ、利害関係者に対する企業価値の最大化を図っていけると考えております。 
 
Ⅱ．計画の要旨 
当社グループを取り巻く厳しい外部環境の下、当社グループは全国を網羅する４温度帯の物流ネ

ットワーク及び幅広い顧客基盤といった強みを有する半面、そのネットワークが国内市場向けに

傾斜している弱みがあります。人的資源の強化を進めるとともに、物流機能を再構築することで

収益力・競争力の強化及び専用物流や輸入貨物といった成長分野への対応力を強くしてまいりま

す。 

具体的には、以下の６つを戦略軸に戦略を具体化し、目標を達成してまいります。 
「戦略軸と主な戦略」 
① 業務の標準化の定着 
標準作業の設定と品質基準の明確化、料金体系の見直し 

② 専用物流と輸入貨物取扱への資源投下 
専用物流向け新情報システムの開発、異業種企業との連携 

③ 運送機能の再構築 



地方ＴＣ機能の拡充、配車機能の再構築 
④ 保管機能の再構築 
拠点ネットワークの再構築、小口化に対応した荷役作業体制の構築 

⑤ 情報系システムの構築 
収益管理システムの強化 

⑥ 人材育成・活用の強化  
 
Ⅲ．数値目標 
具体的な数値目標は以下のとおりであります。 

         （単位：百万円） 
 H21(実績) H24(計画) H21年対比 
営業収益（売上高） 135,381 138,000 101.9% 
営業利益 1,523 2,300 151.0% 
経常利益 1,546 2,300 148.7% 
当期純利益 371 800 215.6% 
ＲＯＥ 
（自己資本当期純利益率） 

1.5% 3.3% － 

ＲＯＡ 
(総資産経常利益率) 

2.7% 4.1% － 

 
以  上 

 


